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要　旨

近年のインターネット環境の低価格化，ブロードバンド

化により，プラント監視制御分野においても，インターネ

ットを介した遠隔監視や遠隔保守などが実現され始めてい

る。

インターネット環境における監視制御システムは，これ

までの監視制御システムと比べて，�広域での情報の配信

を柔軟に実現できなければならない，�様々なシステムが

扱う情報を統合化し，さらに，それぞれの利用者の目的に

合わせて個別化して提供しなければならない，などの要求

がある。これらの要求にこたえるため，情報統合化ミドル

ウェア“DiaSynapse”（注１）及び設備・制御統合エンジニア

リング環境“JAXSON”の開発を行ってきた。

情報統合化ミドルウェアDiaSynapseは，ソフトウェア

部品の組合せで分散システムを構築するJava（注２）ベースの

ミドルウェアである。ソフトウェア部品を機能種別ごとに

管理することで，ソフトウェア構造のモジュール性と理解

容易性を高めている。さらに，実時間性の高いソフトウェ

ア部品実行を行う等，監視制御に必要な処理をミドルウェ

アで提供することにより，ソフトウェア部品の開発を容易

化している。設備・制御統合エンジニアリング環境JAX-

SONは，プラントの設備情報をDiaSynapseが扱う監視制

御情報と連携して管理することで，様々なシステムや利用

者が扱う情報の統合化を実現する。また，XML（eXtensi-

ble Markup Language）による情報の構造変換や，Webブ

ラウザとの連携による情報の視覚的提示により，利用者の

要求に応じた個別化を実現している。
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情報統合化ミドルウェアDiaSynapseは，インターネット上に配置されたデータ収集系やデータ処理系，データ表示系などの間で情報の配信
を可能とするミドルウェアであり，コントローラから収集したデータをWeb応用監視制御システムの監視画面，一般向け情報公開サイト，エ
ンタープライズシステムなどに配信する。設備・制御統合エンジニアリング環境JAXSONは，プラントの設備情報をDiaSynapseが扱う監視
制御情報と統合化して定義できるツールであり，利用者の目的に応じた情報の視点を提供する多視点遠隔保守システムの実現を可能にする。
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（注１）“DiaSynapse”は，三菱電機�が商標登録申請中である。

（注２）“Java”は，米国Sun Microsystems Inc.の登録商標である。


